
地上デジタル用

地上アナログ用
点検
シール

給電部

VICS 用

上下 100 mm 以内
左右 25 mm 以内

左用 (L) 右用 (R)

セラミックライン(ガラスの黒い縁)の下端に給電部を合わせてください。
セラミックラインの上には貼らないでください。

地上デジタル用

国土交通省の定める保安基準※に適合させるため、アンテナ
の給電部は、取付許容範囲内( 部)に貼り付けてください。
※ 保安基準とは、道路運送車両の保安基準第 29 条第 4 項 

第 7 号に対する、平成 11 年 12 月 27 日付の運輸省（当時）
告示第 820 号をいいます。

■取付許容範囲

●

ない場合やシフトレバーなどに接触する場合があります。
詳しくは、販売店にご相談ください。

●

る際にも取付角度の設定は必要となります。
 取付ゲージは大切に保管してください。

 　皿ねじ (各4) (M5 × 6 ㎜)
を使用してください。 

G 座付きねじ×4	(M4 × 3 mm)

ナビゲーション本体をトランクや床に取り付ける場合は

1 L 型金具をしっかりと取り付ける。
※ 反対側も同様に取り付けてください。

サイドパネル 

L型金具 × 2
座付きねじ × 2 (M5 × 6 ㎜)

残りの2本は、輸送用金具を固定
していたねじをご使用ください。

進行方向

正面

背面

左90°

右90°

斜め

お願い

●  以下のところには、取り付けないでください。
 故障の原因になります。
 ・水のかかるところ
 ・足で踏まれるところ
 ・ほこりの多いところ
 ・直射日光のあたるところ
 ・ヒーターのダクトや発熱する物の近く
 ・ カーペットの下など熱がこもるところ
●  連続して使用すると、ナビゲーション本体が温かくなりま

すので、まわりに物などを置かないでください。
●  トランク、車室内の床やセンターコンソール内など、 

しっかりした場所に付属の金具を使用して、しっかりと
車両に固定してください。誤動作、故障の原因になります。

●   なるべく水平になるように取り付け、進行方向に対し、
直角または平行の向きで取り付けてください。（下図）

3 ナビゲーション本体をベース金具にしっかりと取り付ける。
	傾きが許容傾斜角度（下記参照）になるように	
調整し、固定する。
※ 取付角度が大きい場合、ジャイロが正しく動作せず、自

車位置が正しく表示されません。

 座付き
六角ナット × 4 (M5)

カーペットに 
切り込みを入れる。 

できるだけ水平に

30°以下

横方向

奥行き方向

許容傾斜角度

トランクや床に取り付ける場合、付属のケーブルではインダッシュモニターとナビゲーション本体を接続できません。別売のケーブル
[CA-LHD600D(6 m)/CA-LHD400D(4 m)] を使用してください。詳しくは、お買い上げの販売店にご相談ください。
映像を適切に表示するために [ 延長ケーブル使用 ] の設定を行ってください。( 取扱説明書「ナビ編」)

地上デジタルチューナーの取り付けかた
専用の金具で取り付ける（推奨）

カーペットなどに取り付ける。

取りはずしかた

①	本体のみぞに
	 ツメを合わせ、

②		本体後面方向に	
スライドさせる。

本体天面 

サイドパネルの取り付けかた

●  センターコンソール以外の場所に取り付けるときは、
ゴミ、ほこりなどが入らないように、必ずサイドパ
ネルを取り付けてください。

①	ツメを
	 浮かせる。

②	本体前面方向に
	 スライドさせる。

取り付ける前に ● 設置面の汚れ（ごみ、油など）をきれいに拭き取り、湿気を乾かしてください。 取り付ける前に

●  設 置面の汚れ（ごみ、油など）をきれいに拭き取り、
湿気を乾かしてください。

カーペット 
をめくる。 

穴開け加工部と座付き
タッピンねじに市販の
防錆剤を塗ってください。穴を開ける(φ ４ mm)

K	座付きタッピンねじ×	4
	 ( φ 5 × 16 mm) 

ベース金具を床上にしっかりと取り付ける。

カーペットをめくる 

穴を開ける 
（    4.8 ㎜) 穴開け加工部と座付きタッピンねじ

に市販の防錆剤を塗ってください。

 粘着テープ × 2 (35 ㎜ ×80 ㎜)

 ベース金具 × 2 

 座付きタッピンねじ × 4 
 (   6 × 20 ㎜) 

2

  地上デジタルチューナーを床上に置き、設置する
位置を決める。

  L 型金具の穴に合わせて、車体にφ4 mm 内 
の穴を開ける（4 カ所）。

  座付きタッピンねじで、しっかり固定する。

物をご確認ください。
般工具、カッター
が必要です。
じの取り付けは寸
用し、まっすぐ確
。
ムアップする場合
をお使いください。	

書をよくお読みに
てください。
取り付け・配線が
よび車の電装品が	
ずご確認ください。

配線・取り付けの作業時には、
安全のため必ず手袋を使用してください。

1 バッテリーの  端子をはずす。

4 バッテリーの  端子を、もとに戻す。

2 配線する。
●				他の機器と接続する場合は、各機
器の説明書も併せてよくお読みの
うえ、配線してください。

●		ショート事故防止のため、電源コー
ドのコネクターは、必ず全ての配線
をすませてから接続してください。

3 取り付ける。

線の前に

作業の順序

地上デジタルチューナーへ

YEFM294358　	F0507-0

L 型金具を取り付ける。1

L 座付きねじ×	4
	 (M5 ×6 mm)

I	地上デジタルチューナー

J L 型金具×	2

マジックテープで取り付ける場合は

助手席の下などの平らな床上に
取り付ける。

2
●  お 使 い に な る 前 に B-CAS カ ー ド を 挿 入 し て 

ください。
● 以下のところには、取り付けないでください。
 故障の原因になります。
 ・水のかかるところ
 ・足で踏まれるところ
 ・ほこりの多いところ
 ・直射日光のあたるところ
 ・ヒーターのダクトや発熱する物の近く
 ・カーペットの下など熱がこもるところ
 ・ B-CAS カードの出し入れの妨げになるところ
●  本体底面を下にして、水平に対し 30°以下の角度

で取り付けてください。故障の原因になります。

お願い

30° 以下 

 販売店様へのお願い
B-CAS カードは、地上デジタルテレビ放送を受信 
するために必要です。
パッケージを開封すると、「B-CAS カード使用許諾
契約約款」に同意されたとみなされますので、開封
せず、そのままお客様へお渡しください。

■リヤガラスに取り付ける場合（推奨）
 の範囲内に取り付けてください。

●   の範囲内に取り付けられないときは、サイド 
ガラスに取り付けてください。

取付範囲について
TV・FM 多重・地上デジタルアンテナ

リヤ用地上デジタルアンテナ

左右の端から
50 mm 以上離す

熱線の間隔
25 mm 以上

カーペットに	
切り込みを入れる。

I	地上デジタルチューナー

M	マジックテープ×2
	 裏紙をはがす。

底面の銘板を隠
さないように	
貼ってください。

1 

2 
 ●  フィルムを強く曲

でください。断線
 ●  フィルム・エレメ

1  セパレータを

2  フィルムの上か
 ●  先のとがっ
 ●  同じ部分を
3  再度セパレー

3 
 ●  矢印の方向に、

押付け、たわみ

 ●  車外から

4 
 ●  フィルム

 ●  エレメン
ルムをも

 ●  ガラス面

 

左側のアンテナも、

/365 日
など）

（土・日・祝日・当社休日を除く）


